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ハート 

『おかおあらうのみーせて』  
もりと  いずみ/作 きくち  ちき/絵  

講談社 

 

かえる、あらいぐま、ねずみ、ぞう…。いろんな動物

たちが、個性豊かにおかおを洗うのを見せてくれま

す。おかおを洗えるかどうか不安そうな女の子も、

「ぱしゃー」と上手に洗うことができました。 

「できたー」とうれしそうな女の子の様子に、何度も

くり返して読みたくなります。やさしいタッチながら、

勢いのあるイラストも魅力です。 

『おふろそうじきんぎょたい』  
とみなが まい/作 山村 浩二/絵  

世界文化ワンダーグループ 

 

おばあちゃんの家で、お風呂そうじをすることにな

ったキミちゃん。そうじを始めようとすると、次々と

金魚が現れてビックリ！５匹の金魚たちは、スポンジ

に乗って滑りながらお風呂をこすったりして、そうじ

の仕方をキミちゃんに教えてくれます。 

こんな可愛い金魚たちとなら、きっと楽しくそうじ

できるだろうなぁと、ニンマリするファンタジー絵本

です。 

 

『つめたいこおりどんなかたち？』  
細島 雅代/写真 伊地知 英信/構成 文  

岩崎書店 

 

水は凍る場所によって、霜や霜柱、つららなど様々

な形に変化します。想像を絶する大きさの「滝ごおり」

やタケノコみたいな形をした「たけのこごおり」、空か

ら降ってくる「ひょう」など、いろんな種類があります。 

自然とうまく付き合い、氷を管理することで、夏に

おいしいかき氷を食べることもできます。奥深い氷の

世界を楽しみましょう。 

 

『たいせつなたまご』  
キッチンミノル∥著  

白泉社 

 

養鶏場「ハコニワ･ファーム」の朝は、にわとりたち

の元気な鳴き声で始まります。にわとりの健康チェッ

クをする人、エサをやる人、掃除をする人…。多くの

人の手を通って、私たちの食卓に卵が届く様子が、生

き生きとした写真と優しいまなざしで伝わってきま

す。いつもの卵が、より美味しく愛情深く感じられる

食育絵本です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ねぇだっこ』  
柿木原 政広/作  

ブロンズ新社 

 

いろいろな果物と野菜が「ねぇ ねぇ だっこ」 と

だっこをせがみ、やりとりを繰り返します。素材や

形に合わせて描かれた顔が、不思議と表情豊かに

見えてきます。組み合わせは、食感や一緒に料理に

使われるなど共通性を考えて選んだとのこと。 

だっこのぬくもりが感じられて、赤ちゃんからの

読み聞かせに使える写真絵本です。 

『ねぞうプロレス』  
ひらぎ みつえ/作 絵  

教育画劇 

 

ねぞうプロレスの時間が今夜もやってきました。選

手はおとうさん、おかあさん、そしてひろくんです。「ふ

とん トンネル」、「ミラクル ブリッジ」、「ふんだり けっ

たり キック」などつぎつぎと技が繰り出されます。 

寝相をプロレスに例えながら、親子のほのぼのとし

た時間を笑いたっぷりに描いています。シリーズ続編

も出版されています。 

『おじいちゃんのくしゃみ』 
阿部 結/作 

福音館書店 

 

「あーっちょーーーん！」おじいちゃんの大きなくし

ゃみはいつも大迷惑！せっかく描いた絵を飛ばされ

て、女の子はかんかん。でも実はおじいちゃんのくし

ゃみは世界一みたい。りんごも落とせるし、猛獣だっ

て追い払えるし、それに抱っこでどこへでも飛んでい

けるんだって。本当かな？ 

おじいちゃんと孫娘のユーモラスな表情と、予想外

の展開に引き込まれること間違いなし！ 

『じゅんばんじゅんばんじゅんばんですよ』  
ａｃｃｏｔｏｔｏ/さく  

大日本図書 

 

風に吹かれた花びらが、そっとさなぎにふれて「じゅ

んばんですよ」と告げました。さなぎは蝶になり、蝶は

たんぽぽの綿毛に降りて、生き物たちの小さな動きは

「じゅんばん」を伝えながら、季節をリレーしていくかの

ようです。次は、どこの誰に「じゅんばん」が移っていく

のでしょうか。 

遥か昔から続いてきた季節の営みが、これからもず

っと続いてほしいという願いが込められています。 

『もぐらけんせつ ぽんぽこでらのおまつり』  
長崎 真悟/さく  

童心社 

 

もうすぐぽんぽこでらのお祭りです。みんなで準備

をしていると、おしょうさんがお寺の橋が壊れたと泣

いてやってきました。もぐらけんせつの仲間たちは、

ビーバーざいもくてんに助けを求め、橋を直しに出か

けます。お祭りまでに橋は完成するのでしょうか？ 

いろいろな重機が大活やく！橋を作っていく過程

や、お祭りの様子を楽しめる絵本です。 

『まっくらぼん』  
ながしま ひろみ/作 絵  

岩崎書店 

 

海辺の町が停電になった夜。暗くて怖がるすみち

ゃんに「まっくらぼん」という不思議ないきものが現

れ語りかけてきます。友達になった二人は灯りの消え

た町に冒険へと飛び立ちます。 

暗闇でよく見えないはずなのに、普段気が付かな

かったことをいろいろ発見をしていく姿が楽しいで

す。まっくらぼんがすみちゃんにやさしく寄りそう姿

に、なんだか安心させられます。 


